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保
護
者
と
大
学
の
先
生
方
と
が
一
堂
に
会
し
、
親
し
く
懇
談
で
き
る
場
を
作
ろ
う
と
１
９
９

４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
教
育
懇
談
会
」。大
学
の
現
況
の
報
告
や
個
別
面
談
、
軽
食
を
と
り
な

が
ら
の
懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
互
い
に
交
流
を
深
め
て
い
る
。

今
年
は
、
昨
年
度
よ
り
１
会
場
多
い
、
７
会
場
で
実
施
。
信
州
地
区
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

地
区
教
育
懇
談
会
の
ス
タ
ー

ト
地
と
な
っ
た
の
は
北
陸
地
区
。

９
月
１６
日
、
新
潟
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は

大
学
か
ら
�
倉
翔
学
長
を
は
じ

め
小
池
生
夫
外
国
語
学
部
長
、

小
泉
允
圀
不
動
産
学
部
長
、
草

野
健
Ｈ
Ｔ（
※
）学
部
長
な
ど
の

教
職
員
と
、
保
護
者
、
教
育
後

援
会
役
員
を
含
め
約
４０
人
が
参

加
。
大
学
側
か
ら
の
現
況
報
告

の
後
、
成
績
、
学
生
生
活
、
就

職
等
に
つ
い
て
個
別
相
談
が
行

わ
れ
た
。

《
全
体
懇
談
会
》

ま
ず
教
育
後
援
会
仲
村
務
副

会
長
が
、
「
皆
さ
ん
は
お
子
さ

ん
と
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
と
心
配
な
こ
と

が
あ
る
と
思
う
。
本
日
は
た
く

さ
ん
の
先
生
、
職
員
が
参
加
し

て
い
る
の
で
何
で
も
相
談
し
て

い
た
だ
き
、
有
意
義
な
一
日
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
�
倉
学
長
が
ス

ピ
ー
チ
。
「
１８
歳
人
口
の
減
少

に
よ
り
大
学
が
義
務
教
育
化
し

て
い
る
今
、
定
員
を
確
保
で
き

な
い
大
学
が
出
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
国
の
政
策
転
換
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
規
制
と
保
護
の
間
で

行
っ
て
き
た
大
学
経
営
が
、
自

由
裁
量
と
自
己
責
任
に
ま
か
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
理
念
な
し
、
金
な
し
、

学
生
な
し
の
『
三
無
主

義
』
の
大
学
は
生
き
残

り
が
難
し
い
」
と
日
本

の
大
学
が
置
か
れ
た
厳

し
い
現
状
を
説
明
し
、

し
か
し
「
本
学
は
早
い

時
期
か
ら
魅
力
あ
る
大

学
づ
く
り
に
ま
い
進
し
、

三
無
主
義
と
は
か
け
は

な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
証
明
と
し

て
日
本
高
等
教
育
評
価

機
構
に
よ
る
第
三
者
評

価
で
も
大
学
の
評
価
基

準
を
満
た
し
て
い
る
と
認
定
さ

れ
た
。
ど
う
ぞ
ご
安
心
を
」
と

述
べ
た
。

そ
の
後
、
伊
藤
敦
学
事
課
長

が
大
学
の
近
況
に
つ
い
て
説
明
。

学
内
報
「
Ｍ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ
ｉ
」
の

記
事
を
引
用
し
て
、
資
格
取
得

の
奨
励
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

長
期
留
学
・
短
期
海
外
研
修
派

遣
の
制
度
、
そ
れ
か
ら
昨
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
体
育
会
の
活

躍
な
ど
、
大
学
の
取
り
組
み
、

学
生
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

《
個
別
面
談
》

「
就
職
に
つ
い
て
、
１
年
生
の

今
か
ら
準
備
す
べ
き
こ
と
は
何

か
」「
首
都
圏
と
地
方
と
で
、
就

職
活
動
に
違
い
は
あ
る
の
か
」

「
留
学
を
希
望
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
支
援
制
度
が
あ
る

の
か
」
な
ど
。

《
参
加
者
の
感
想
》

�
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
参
加

で
す
。
学
長
か
ら
日
本
の
大
学

の
実
情
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
大
学
は
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
の
で
、
こ
う
い
う

機
会
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
英
米
語
学
科
２
年
）

�
成
績
の
こ
と
が
心
配
で
し
た

が
、
先
生
に
大
丈
夫
だ
と
言
っ

て
い
た
だ
き
安
心
し
ま
し
た
。

と
て
も
設
備
が
充
実
し
て
い
る

大
学
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
学

園
祭
の
と
き
に
で
も
見
学
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
Ｔ
学
科
２
年
）

�
ゼ
ミ
の
担
当
の
先
生
と
お
話

が
で
き
、
普
段
の
様
子
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
の

相
談
も
で
き
、
有
意
義
で
し
た
。

（
Ｈ
Ｔ
学
科
２
年
）

北
陸
地
区
教
育
懇
談
会
（
新
潟
）

９
月
１６
日
（
日
）

２２
００
００
７７
年年
度度

地地
区区
教教
育育
懇懇
談談
会会

長
野
（
信
州
地
区
）
で
初
開
催
!今

年
は
７
会
場

９
月
３０
日
、
信
州
地
区
教
育

懇
談
会
が
、
長
野
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
１６
人
の
父
母

が
参
加
し
た
。

《
全
体
懇
談
会
》

全
体
会
で
は
、
教
育
後
援
会

谷
昭
夫
会
長
が
「
本
日
は
校
務

多
忙
の
な
か
、
�

倉
翔
学
長
を
は
じ

め
各
学
部
長
の
先

生
方
に
来
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
信
州
地
区

の
教
育
懇
談
会
を

開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、

遠
く
家
庭
を
離
れ

て
い
る
と
も
ろ
も

ろ
の
心
配
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
な
こ
と
で
も

先
生
方
に
相
談
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。次

に
�
倉
翔
学
長
が
、
「
教

育
後
援
会
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
よ
り
信
州
地
区
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
」
と
語
り
、
日
本
の

大
学
の
現
状
と
明
海
大
学
の
実

践
し
て
い
る
き
め
細
か
な
教
育

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
伊
藤
学
事
課
長
が
、

本
年
度
の
入
学
試
験
、
在
学
学

生
数
、
教
育
の
取
り
組
み
の
中

で
資
格
取
得
奨
励
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
国
際
交
流
、
学
生

活
動
関
連
な
ど
大
学
の
近
況
を

報
告
し
た
。

全
体
会
終
了
後
は
学
長
・
学

部
長
に
よ
る
個
人
面
談
や
相
談

が
熱
心
に
行
わ
れ
、
保
護
者
の

安
心
し
た
顔
が
み
ら
れ
た
。

《
参
加
者
の
感
想
》

�
学
長
よ
り
大
学
の
理
念
を
お

話
い
た
だ
き
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
学
校
に
お
願
い
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
英
米
語
学
科
２
年
）

�
細
か
い
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

（
英
米
語
学
科
１
年
）

�
大
学
の
学
長
は
じ
め
学
部
長

の
先
生
方
が
多
く
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
有
意
義
で
し
た
。

（
経
済
学
科
１
年
）

�
大
学
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
大
変
良
か
っ
た
。

（
経
済
学
科
２
年
）

�
授
業
の
出
席
状
況
な
ど
１
学

期
初
め
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い

て
、
子
ど
も
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

無
事
に
卒
業
で
き
る
よ
う
、
続

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
経
済
学
科
２
年
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

信
州
地
区
教
育
懇
談
会
（
長
野
）

９
月
３０
日
（
日
）

２
０
０
８
年
の
新
春
を
迎

え
、
教
育
後
援
会
会
員
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
日
ご
ろ
よ

り
教
育
後
援
会
の
諸
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
６
月
２
日
の

評
議
員
会
以
降
の
教
育
後
援

会
活
動
の
一
部
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
９
月
４

日
か
ら
３

日
間
は
、

学
友
会
主

催

の

サ

マ
ー
キ
ャ

ン
プ
（
栃

木
県
日
光

市
）
に
教

育
後
援
会
役
員
４
名
と

福
山
事
務
長
、
私
の
６

名
で
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
台
風
が
近
づ

く
な
か
、
予
定
通
り
全

日
程
を
無
事
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
『
未
来

の
明
海
大
学
を
考
え

る
』
で
し
た
。
�
倉
翔

学
長
を
は
じ
め
、
副
学

長
、
各
学
部
長
、
先
生

方
、
大
学
職
員
が
参
加

し
、
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。
教
育

後
援
会
も
４
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
、
学
生
諸

氏
の
活
発
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学

生
が
今
一
番
何
を
望
ん
で
い

る
の
か
、
ま
た
教
育
後
援
会

と
し
て
何
が
で
き
る
か
。
こ

れ
か
ら
も
大
学
と
密
に
話
し

合
い
、
学
生
の
意
見
を
少
し

で
も
反
映
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
年
度
の
各
地
区
教
育
懇

談
会
も
９
月
１６
日
の
北
陸
地

区（
新
潟
市
）を
皮
切
り
に
、

１１
月
２３
日
の
九
州
地
区
（
福

岡
市
）
を
最
終
地
と
し
、
全

国
７
カ
所
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆

さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
お
忙

し
い
な
か
、
�
倉
学
長
を
は

じ
め
、
先
生
方
、
職
員
の
皆

さ
ま
方
、
教
育
後
援
会
役
員

等
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当

日
ご
都
合
で
参

加
で
き
な
か
っ

た
保
護
者
の
皆

さ
ま
方
に
は
、

今
号
に
各
地
区

教
育
懇
談
会
の

模
様
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で

ご
一
読
く
だ
さ

い
。今

年
は
明
海

大
学
浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
教
育
後

援
会
が
創
立
２０

周
年
を
迎
え
ま

す
。
教
育
後
援

会
と
し
て
こ
の

節
目
の
年
に
会

員
の
皆
さ
ま
に

『
未
来
の
明
海

大
学
に
つ
い

て
』
の

ア

ン

ケ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
の
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
、

ご
要
望
を
ま
と
め
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
後
援
会
の
活
動
の

方
向
性
を
決
め
、
明
海
大
学

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
も
会
員
の
皆
さ
ま
方
の

ご
理
解
と
今
一
層
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

東北A（盛岡）

東北B（福島）

関東（2年次）
（浦安）

東海（静岡）

北陸（新潟）

信州
（長野）九州

（福岡）

▲
仲
村
副
会
長

教育後援会創立20周年を
迎えるにあたって

明海大学浦安キャンパス教育後援会会長 谷 昭夫

※HT学部…ホスピタリティ・ツーリズム学部

▲全体会の様子

▲

�
倉
学
長

▲

全
体
会
の
様
子
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